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第 44 回 県・横浜・川崎・相模原 四首長懇談会 結果概要 

 

「持続可能な行政運営に向けた県と指定都市の役割分担について」 

 
 人口減少・少子高齢化社会において、限られた資源を有効活用し、真に必要

なサービスを必要な人に確実に届けていくためには、広域自治体である県と三

指定都市の役割分担を明確化し、持続可能な行政運営を展開し、行政効率を向

上させていく必要があることから、特別自治市構想等大都市制度について四県

市で率直な意見交換を行い、それぞれの考え方を共有した。 
 

 県内市町村の理解も深めつつ、まずは当事者である県と指定都市で議論をし

ていくことが必要という意見が出された。一方、検討に当たり指定都市以外の

市町村の意見を聞くことも必要という意見も出された。 
 
 県と指定都市における権限や財源のあり方など、様々な課題について、まず

は事務レベルで検討する場を設けて進めていくべきという意見が出された。一

方で、スピード感をもって首長レベルでの定期的な議論が必要という意見も出

された。 
 

 今後も、県と指定都市の課題を共有し、住民目線で解決を図っていくため、

知事、三市長のトップレベルでの協議を行っていくことで合意した。 
 


